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1 背景 

世界に先駆けて超高齢社会を迎える日本では，

一人一人が健康な生活と長寿を享受できる健康長

寿社会の実現が急務となっている．そのためには，

活動量計や通信機能付き体組成計などのデジタル

健康機器をネットワーク経由で健康データ分析シ

ステムに連携させ，パソコンやスマートフォンに

利用者の健康状態を“見える化”する試みが行わ

れている．しかしそうした機器の利用では，操作

手順を熟知することが前提となっており，初めて

の利用者がアプリの設定を求められたりすること

になり，簡単に使用できるわけではない．さらに，

高齢者や身体障害者等，思うように体を動かすこ

とが困難である人達は自身で健康状態を調べるこ

と自体が必ずしも容易ではない．また，体温や血

圧など，身体の一部が正常範囲にあるだけでは健

康であると断定することができず，計測データを

総合的に判断する必要がある．また，数値などの

検査結果が表示されても，健康状態の判断をする

には専門知識が必要となり，素人が判断すること

は困難である．多くの人が自分の健康状態を適宜

把握し，健康増進に向けた取り組みのできる支援

が求められている． 

人に話しかけるようなインタフェースを介して

利用することにより，求める情報を適宜示してく

れる AI スピーカの普及が始まっている．活動量

計などのデバイスを用いて得られる個人の計測デ

ータを IoT 技術によって統合的に管理し，健康増

進の支援となるシステムを構築することができれ

ば，AI スピーカのインタフェースを介して誰でも

が容易に利用できる装置となると考えられる．つ

まり，AI スピーカに発言させる内容をシステム開

発することが目的である． 

 

2 IoT による健康管理システムについて 

2.1 IoT による健康管理 

IoT（Internet of Thing）では，さまざまなモ

ノをインターネットに接続して管理・操作し，情

報共有を行うシステムの構築が可能となる．個人

の健康データをインターネット上のサービスと連

動し，サーバを介してデータを統合的に管理する

ことで利用者ごとにきめ細かな健康管理サービス

等を提供できるようになる[1]． 

2.2 活動量計による活動計測 

活動量計とは，運動，デスクワーク，睡眠など

日常生活の活動を記録する機器である．歩数や脈

拍，消費カロリーなどをスマートフォンのアプリ

で確認することができる機能を持つ機器も市販さ

れている．通常，取得されるデータはアプリ用の

データベースに保存されるため[2]，一般には他の

デバイスから利用することは前提となっていない．

しかし，API の公開されているデバイスがあるこ

とから，専用のアプリとは別に API を介してデー

タを収集することができる．本実験では，図 1 の

ような活動量計を用いて生態情報を得るための計

測機器として使用し，健康管理システムで利用す

る． 

 

 

図 1: 活動量計の例 

 

2.3 AI スピーカによるインタフェース 

AI スピーカは，スマートスピーカとも呼ばれる

こともあり，自然言語を対話的に解釈できる人工

知能が実装されたスピーカの総称である．市販さ

れている AI スピーカの例を図 2 に示す．市販の

AI スピーカはインターネットに接続して利用で

き，Web 上に存在する情報やデータベースなどに

アクセスして，それらを AI スピーカの利用者に

対してオンラインで提供することができる．主な

機能として，オンラインによる検索作業・ニュー

スの読み上げ，音楽鑑賞，家電操作，会話などが

可能であり，今後さらなる普及が見込まれる[3]． 
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図 2: AI スピーカーの例 

 

2.4 システム構成 

本研究で開発する試作機の概念図を図 3に示す．

健康に関連する生体情報を取得するための計測

機器，計測データを蓄積し，管理・運用するため

のデータベースシステム，健康状態を把握するた

めの健康管理システム，システムを利用するため

にカスタマイズされた AI スピーカなどを主な構

成要素として各モジュールを IoT でつなぎ，AI

スピーカをインタフェースとして利用できる仕

組みとなる． 

計測機器からは，健康管理に必要となる生体情

報データ，例えば，体温，血圧・心拍数，歩数，

カロリー等を取得し，データベースへ継続的に送

信する．健康管理システムでは，データからの健

康分析を行い，問い合わせ時点での健康状態に加

えて，過去の健康状態やその変化，状態の時系列

変化からの生活習慣病予防策，などを求め，健康

管理を行うシステムである．この健康管理システ

ムの内容に応じて，AI スピーカを介して対話でき

る仕組みとなる．このように,データベースと管理

システムを用いることにより,自身の健康状態を

把握する指針の一つになるのではないかと考え

られる. 

 

 

図 3: システム構成 

 
 

3 評価実験 

2 章で述べた構想を踏まえて，試作システムを

開発する．これは，自身の健康状態を AI スピー

カに尋ねると，問い合わせ時点での健康状態に対

する回答だけでなく，過去の健康状態の記録・管

理を踏まえて，生活習慣病の予防のためのアドバ

イスなどを回答するシステムとなる予定である．

本試作機を用いた実験として，図 4 に示すような

利用者とシステムとの対話実験を繰り返し行い，

被験者が知りたい内容を応答するか否か，検討を

行うことで，利用者に求められる応答のモデルを

構築する． 

 

 

図 4: 評価実験イメージ 

 

4 おわりに 

活動量計などのデバイスを用いて得られる個

人の計測データを IoT 技術によって統合的に管理

し，健康増進の支援となるシステム構築を目的と

する研究概要について述べた．さらに，AI スピー

カのインタフェースを介して誰でもが容易に利

用できるシステムとして開発するための研究方

針について述べた．今後は活動量計の API を用い

た計測データ取得，その管理運用のためのデータ

ベース構築，活用のための健康管理システムの開

発に着手し，AI スピーカをインタフェースとした

システム統合を行う予定である．ポスターセッシ

ョンではシステム開発について紹介し，評価実験

より得られる結果について報告する予定である． 
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